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水田におけるバル クおよび根圏土壌細菌群集の構造とその周年変動
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　水田は水管理と作物の影響から土壌環境が劇的に変化す る 。 耕作期は湛水に よ りバ ル ク土壌で嫌気的な環

境が形成され るが、根圏土壌は根か らの 酸素供給 に よ りバ ル ク土壌に 比 べ 好気的な環境が維持される。ま

た、休閑期は落水されて全体的に好気的な土壌環 境が保持 され る。しか し、こ の様な土壌環境の変動下 にお

ける、バ ルク及び根圏土壌の微生物群 集の 応答は十分に分か っ て い ない 。 そこ で本研究では水田のバル ク及

び根圏土壌細菌群集の構造 とそ の周年変動を調査 した 。 新潟県農業総合研究所内の水田よ り、耕作期か ら休

閑期にかけ て バ ル ク土壌を経 時的に 採取 し た（計8回）。また、イ ネ（Otγza　sativa　L．）を植えた不織布ポ ッ トを同

圃場に埋 め込 み 、 そ こか ら根圏土壌を経時的に 採取 した（計6回）。土壌からDNA を抽出 し、 細菌 の 16S　rRNA

遺伝子 の V4領域を PCR 増幅 し、　 Miseqシーケンサー
にてディ

ープシ
ー

ケ ン シ ン グした 。

　シーケン ス データの 主座標分析から、バ ル ク土壌の細菌群集構造は年間を通 してほ とん ど変化しなか っ た

が、根圏土壌 で は経時的 に 変動する傾向が見ら れ た。両土壌で年間 を通 じて Proteobacteria（36−45％）が最も

優 占 して いた 。 次 い で、バ ル ク土壌で は周年で Chlorofiex’、　 Acidobacteriaの 1頃で 優占度が高 か っ た 。

一
方、根圏

土壌では 中干し以降で Acidobacteriaの 相対存在量が減少 し、　 Chlorofiexih｛増加す る傾 向が見られた 。 以上 よ り、

バ ル ク土壌よ りも根圏土壌の 細菌群集構造の方が経時的に変動しやす く、
バ ル ク土壌 と異なる根圏土壌特有

の 細菌群集構造が形成される こ とが示唆された 。

P22 −3Verrucomicrob

’a門に属す る新規土壌細菌の ドラフ トゲノム解析 、 および糖代謝機能の推定 一難培養

細菌の 土壌生態系機能の解明を目指 して 一
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　Verrucomicrobia門細菌は、近年の 培養非依存的な解析か ら、土壌圏に 普遍的に分布 して お り、土壌中の存在

量 は 従来の予想 よ りもは るか に大 き い こ とが示唆され て い る 。 しかし、他の門 の細菌群 に比 べ単離 例が未だ

少な く、その 生態や機能は未解明 の 点が多 く、 利用で きる ゲノ ム情報も非常に 限 られ て い る 。 我々は 、 独自

の培地を用い たス ク リ
ー

ニ ン グ法 によ り、 水 田±壌か らVerrucomicrobia門細菌の 単離に成功 して きた。本研究

では、そ の うち3株の新規な Verrucom’crobia門細菌 の ドラ フ トゲノ ムを解読 し、機能の 推定を試み た。3株、

すなわちCG2−4株、　 CG2 −6株 、
　 CG3 −38株 の ドラ フ トゲ ノムは 、 それぞれ、295、692、722の コ ンテ ィ グを含

み、それ らの合計塩基配列長は3．8、 2．9、 7。2Mbp 、
　 GC含量は66．55％、65．04％、60．88％であ り 、 45、 35、

67個の tRNA 遺伝子、および 1個ずつ の rRNA 遺 伝子 オ ペ ロ ン を有し て い た。ま た、3511
、 3067 、 6477 個の

CDsが得られ たが 、 この うち糖 類 の 代謝に関わ る酵素群の 遺伝子プ ロ フ ァ イルを調 べ たと ころ 、 3株共 に ゲ

ノム上に極めて多様な糖類加水分解酵素の遺伝子が コードされて い る こ とが明らか とな っ た 。 な お、培養実

験 よ り単離 株はゲ ラ ン ガムを始め様々 な多糖類を資化でき る こ とも判明 して い る 。 以上 よ り、 供試 した新規

Verrucom’c励 ’a門 細菌は様々 な多糖類 を分解 ・利 用 で き る優れ た 糖代謝ポテ ン シ ャ ル を有す る こ とが示唆され

た。
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